
２
月
４
日
に
市
の
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
懇
話

会
が
開
催
さ
れ
、
第
６
期

（
平
成

年
度
～
平
成

27

29

年
度
）
の
介
護
保
険
事
業

の
給
付
見
込
と
保
険
料
、

事
業
計
画
の
素
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

特
養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
増
床
、
保
険
料
引
き

上
げ
を
了
承

施
設
整
備
で
は
、
入
所

申
込
者
の
増
加
と
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
確
保
の
た
め
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
91

床
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
を
想
定
し
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム

床
を
創
設
し
、
地

72

域
で
生
活
を
支
え
る
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
事
業
所

の
宿
泊
を
拡
充
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
は

第
１
号
被
保
険
者
（

歳
65

以
上
の
方
）
の
負
担
割
合

の
上
昇
と
、
要
介
護
認
定

者
の
増
加
や
施
設
整
備
等

に
よ
る
給
付
費
の
上
昇
な

ど
を
要
因
と
し
て
、
基
準

額
で
第
５
期
（
平
成

年
24

度
～
平
成

年
度
）
の
保

26

険
料
月
額
５
３
８
３
円
に

比
べ
て
８
５
９
円
ア
ッ
プ

の
６
２
４
２
円
、
年
間
で

６
万
４
６
０
０
円
を
１
万

３
０
０
円
ア
ッ
プ
の
７
万

４
９
０
０
円
に
し
た
い
と

の
提
案
が
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
切
実
な
声

事
業
計
画
の
素
案
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
郊
外

地
域
の
市
民
か
ら
同
じ
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る

が
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
と
の
声
が
あ

る
」
、「
介
護
職
員
の
確
保

が
困
難
な
よ
う
だ
が
、
現

場
は
ど
う
な
の
か
」
「
施

設
入
所
の
待
機
者
も
幸
せ

に
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

市
当
局
か
ら
は
、
「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
設
置
」
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
拡

大
」
「
地
域
出
前
型
介
護

予
防
講
座
」
「
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

な
ど
事
業
計
画
の
課
題
も

多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、
こ
の
懇
話
会
の

内
容
を
整
理
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
意

見
公
募
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
経
て

月
市
議

3

会
に
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
よ
り

今
後
の
介
護
保
険
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
市
議
団
に

も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

研
関
連
バ
イ
オ
事
業
化
」
の
拡
充
、「
最

上
小
国
川
へ
の
ダ
ム
建
設
費
」
等
々
、

問
題
点
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
の
実
現
に
向

け
た
検
討
・
機
運
醸
成
」
も
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
新
幹
線
は
検
討
課
題
で
す

が
、
巨
額
の
費
用
を
要
し
、
か
つ
在
来

線
廃
止
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
の

め
り
に
な
る
の
は
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
大
型
の
投
資
事
業
と
企

業
誘
致
、
高
速
交
通
の
整
備
な
ど
で
地

方
が
発
展
す
る
と
い
う
、
既
に
破
綻
し

た
自
民
党
流
の
地
方
政
策
で
す
。

県
政
の
「
良
い
面
」
を
伸
ば
し
、
問

題
点
は
正
し
て
い
く
た
め
に
、
鶴
岡
の

議
席
奪
還
を
始
め
、
日
本
共
産
党
が
県

議
選
で
議
席
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
（
各
事
業
名
は
正
式
名
称
で
は
有

り
ま
せ
ん
）

２
０
１
５
年
度
の
県
予
算
案

日
に
発
表
さ
れ
たH

年
度
補
正

13

26

予
算
案
・

年
予
算
案
に
は
、
評
価
で

27

き
そ
う
な
事
業
が
引
き
続
き
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

低
所
得
者
へ
の
「
福
祉
灯
油
」
、
米

価
下
落
に
苦
し
む
農
家
へ
の
「
種
子
購

入
補
助
」
、「
私
立
高
等
学
校
等
の
授
業

料
軽
減
へ
の
支
援
の
拡
充
」
、「
保
育
所

の
若
年
者
の
正
規
雇
用
化
や
延
長
保
育

へ
の
支
援
」
、「
介
護
福
祉
士
修
学
資
金

貸
し
付
け
制
度
の
拡
充
」
な
ど
、
予
算

規
模
は
大
き
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
「
あ
っ
た
か
い
県
政
」
の
姿
勢
が
引

き
続
き
注
目
さ
れ
ま
す
。

自
民
党
流
の
特
徴

一
方
、
「
県
内
立
地
企
業
の
設
備
投

資
や
本
社
機
能
移
転
へ
の
支
援
」
へ
の

多
額
計
上
、
「
有
機
Ｅ
Ｌ
、
慶
応
先
端
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
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40,200

49,900
52,700

64,600

74,900

介護保険料の値上げ（基準額）円／年額 改正案

秘密保護法廃止「戦争ノー」
憲法改悪を許さない市民集会

３月１５日(日)１０時～１１時３０分

マリカ広場

集会とパレードを行います。

市民が安心して平和に暮らせる

ように多くの市民の参加をお願い

します。

主催 秘密保護法廃止「戦争ノー」

憲法改悪を許さない市民集会実行委員会



鶴
岡
市
が
昨
年

月
、

12

ユ
ネ
ス
コ
「
創
造
都
市
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
食
文
化

部
門
に
加
盟
認
定
さ
れ
た

の
を
記
念
し
て
、
式
典
と

祝
賀
会
が

日
、
グ
ラ
ン

15

ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。

創
造
都
市
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は

２
０
０
４
年
に

ユ
ネ
ス
コ
が
採

用
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と

つ
で
、
文
学
・

映
画
・
音
楽
・

工
芸
・
デ
ザ
イ

ン
・
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
・
食
文

化
の
創
造
産
業

７
分
野
か
ら
、

世
界
で
も
特
色

あ
る
都
市
を
認

定

す

る

も

の

で
、
食
文
化
部

門
で
は
鶴
岡
市

が
日
本
で
初
め

て

と

な

り

ま

す
。文

化
庁
文
化

芸
術
創
造
都
市
振
興
室
長

の
佐
々
木
雅
幸
氏
が
「
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
の
挑

戦
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
、
鶴
岡
市
に
対
す

る
提
言
で
は
、

「
第
１
に
、
食
文
化
を
中

心
に
創
造
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
と
と
も
に
す
す

め
、
ユ
ネ
ス
コ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
貢
献
す
る
。

第
２
に
、
地
域
固
有
の

食
文
化
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
（
美
食
学
・
美
食

術
）
を
創
造
し
、
在
来
野

菜
を
復
活
さ
せ
、
農
業
を

創
造
産
業
に
転
換
す
る
。

第
３
に
、
食
文
化
映
画

祭
な
ど
を
発
展
さ
せ
て
、

食
文
化
と
映
画
や
ク
ラ
フ

ト
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
と
融

合
し
て
、
創
造
産
業
群
を

作
り
出
し
、
持
続
的
な
地

域
発
展
を
め
ざ
す
。

第
４
に
、
若
手
料
理
人

や
食
文
化
の
担
い
手
を
養

成
し
、
ま
た
、
食
育
を
普

及
し
て
持
続
的
で
健
康
な

社
会
に
向
け
て
貢
献
す

る
。第

５
に
、
地
球
環
境
を

保
全
し
、
飢
餓
と
貧
困
の

な
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
向
け
て
貢
献
す
る
。
」

と
述
べ
、
「
加
盟
認
定
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
鶴

岡
市
の
奥
田
政
行
さ
ん
や

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
食
文
化

部
門
加
盟
都
市
の
ポ
パ
ヤ

ン
市
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
、

全
州
（
チ
ョ
ン
ジ
ュ
）
市

（
韓
国
）
、
成
都
（
せ
い

と
／
チ
ョ
ン
ト
ゥ
ー
）
市

（
中
国
）
の
関
係
者
ら
計

６
人
が
各
都
市
の
食
文
化

に
関
す
る
取
り
組
み
を
報

告
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
「
鶴
岡
食

の
共
演
」
を
テ
ー
マ
に
祝

賀
会
が
開
か
れ
、
伝
統
料

理
な
ど

の
ブ
ー
ス
が
設

12

け
ら
れ
、
鶴
岡
市
の
食
文

化
を
味
わ
い
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。

党
市
議
団
の
加
藤
太
一

・
加
藤
鉱
一
・
菅
井
巌
市

議
も
出
席
し
ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月12日入札分

・明治橋高欄塗装工事（大山二丁目地内）
(株)太平堂塗装 1,150,000円（1,489,000円）工期～3/30（落札率77.2％）
・新形町２号線道路改良工事(債務負担行為)（新形町地内）
(株)岡部建設 2,300,000円（2,472,000円）工期～5/15（落札率93.0％）
・播磨中京田線道路改良工事(債務負担行為)（中京田地内）
丸栄工務(有) 1,700,000円（1,745,000円）工期～5/29（落札率97.4％）

松丸正弁護士
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国
際
女
性
デ
ー
田
川
地
区
集
会
で
記
念
講
演

３
月
８
日
（
日
）

時

分
か
ら
勤
労
者
会
館

13

30

３
月
８
日
（
日
）

時
13

分
～

時

分
、
鶴
岡

30

15

30

市
勤
労
者
会
館
ホ
ー
ル
に

て
、
「
２
０
１
５
年
国
際

女
性
デ
ー
田
川
地
区
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

記
念
講
演
は
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
で
命
を
奪
わ
れ
た
人
た

ち
の
裁
判
で
企
業
責
任
を

追
及
し
続
け
る
、
過
労
死

弁
護
団
全
国
連
絡
会
議
代

表
幹
事
の
弁
護
士
・
松
丸

正
氏
が
「
命
よ
り
大
切
な

仕
事
っ
て
何
で
す
か
―
過

労
死
の
な
い
社
会
の
た
め

に
―
」
と
題
し
て
行
い
ま

す
。参

加
費
は
５
０
０
円
。

お
問
い
合
わ
せ
は
実
行
委

員
会
（
こ
ぴ
あ
２
階
、
電

話
２
５
‐
３
３
２
２
）
ま

で
。

日
、
鶴
岡
・
田
川
革

14
新
懇
、
日
本
共
産
党
鶴
岡

地
区
委
員
会
の
共
催
で
、

党
中
央
委
員
会
副
委
員
長

で
国
際
委
員
会
責
任
者
・

元
参
議
院
議
員
の
緒
方
靖

夫
氏
を
招
い
て
「
世
界
と

日
本
を
語
る
」
と
題
し
て

講
演
会
が
行
わ
れ
、
党
市

議
団
も
含
め
会
場
い
っ
ぱ

い
の
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

緒
方
氏
は
、
「
世
界
経

済
は
地
殻
変
動
的
な
変
化

の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、

ト
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
一

斉
地
方
選
挙
で
さ
ら
な
る

躍
進
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

新
興
国
の
経
済
力
が
先
進

国
を
追
い
越
し
て
い
る
」

と
し
、
特
に
中
国
の
現
状

・
課
題
に
つ
い
て
詳
し
く

解
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
互
恵
関
係
を
原

則
と
し
て
発
展
の
道
を
模

索
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
実
態
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
で
広
が
る
ア
メ
リ

カ
新
自
由
主
義
に
対
抗
す

る
「
太
い
流
れ
」
の
政
治

変
化
に
触
れ
る
一
方
、
安

倍
政
権
の
暴
走
原
因
は

「
過
去
の
侵
略
戦
争
を
否

定
す
る
歴
史
認
識
に
あ

る
」
と
報
告
さ
れ
、
会
場

か
ら
は
共
感
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
県

議
選
立
候
補
予
定
の
関
と

お
る
党
地
区
副
委
員
長
が

「
世
界
の
流
れ
に
も
逆
行

す
る
行
動
を
と
り
続
け

る
、
安
倍
政
権
の
暴
走
ス


